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　ビジネス実務論集第３１号をお届けします。
　今回は、１０編の投稿がありました。投稿原稿をそれぞれの領域の専門家諸氏（各２名）に
査読依頼しました。また、１２月の編集委員会の審査の前に、全１０編の原稿を編集委員に送付
し、あらかじめ読んできたうえで、編集委員会において、査読意見を基に慎重に審査いたし
ました。審査基準は、①ビジネス実務の調査・研究または教育開発研究としてのテーマの相
応しさ（学会会員の関心度）、②研究の独創性、③新しい事実や価値ある結論が得られてい
るかといった研究分野への貢献度、④文献レビューの十分さ、⑤論旨の明瞭さ、⑥構成の明
瞭さ、⑦文章の平易さ、⑧用語の適切さ、⑨タイトルの適切さなどです。
　このような審査の結果、５編の原稿を掲載するに至りました。
　お忙しい中、査読にご協力いただいた方々には、この場を借りて感謝申し上げます。査読
者の方々の丁寧な審査意見が、執筆者並びに本学会の研究・教育力の向上に貢献するものと
信じています。
　また、審査の結果、掲載に至らないものもありましたが、原稿を執筆し査読を受けるとい
うプロセスは教育・研究の発展のために不可欠であり、投稿いただいたすべての方々のその
真摯な研究姿勢に敬意を表します。また、一部原稿に修正を求めたものもありましたが、今
後のビジネス実務の教育・研究の発展のためとご理解いただければ幸いです。
� （編集委員長　坪井明彦）
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１．ビジネス実務研究・教育の目的

　ビジネス実務に関する研究においては、ビジネスの現場で日々営まれている事象に学際的にアプローチします。これ
はフィールドに立脚した実践的なものであり、働く個人の能力向上に役立ち、ビジネス現場の活性化に寄与することを
目指します。また、研究活動を通じて個人ならびに組織間の有機的な連携と情報の共有化が図られ、ビジネス実務水準
の向上と課題解決に役立つことを目的とします。さらに、このような研究により得られた成果を教育及びビジネス現場
に還元するシステムを構築し、社会に貢献します。

２．ビジネス実務の研究対象領域

日本ビジネス実務学会　研究対象領域

【１】ビジネス実務の教育開発研究 【２】ビジネス実務の調査・研究

１）�ビジネス実務教育プログラム開発と教材開
発

　　・コミュニケーション能力
　　・プレゼンテーション能力
　　・部下指導力
　　・リーダーシップ
　　・コーディネーション能力
　　・コラボレーション能力

２）教授法の研究
　　・マルチメディア環境の利用
　　・参加型授業の展開
　　・知識習得のための新しい講義法
　　・体験学習とその評価
　　・インターンシップの効果的活用

１）ビジネス環境と実務
　　・就業・雇用形態の多様化
　　・業務のサービス化
　　・グローバリゼーション
　　・情報ネットワーク化

２）時代を切り拓くビジネス実務
　　・新しいビジネス実務の創造
　　・プロジェクト活動の方法と評価
　　・ビジネス実務の評価
　　・ビジネス実務のアウトソーシング化
　　・共生社会実現のためのビジネス実務
　　　�（ジェンダー，高齢者，障害者の受け入

れなど）
　　・組織を超えたネットワーキング

３）個人とチームの実務能力の開発
　　・ビジネスの基本能力の開発
　　・ビジネスキャリアの開発
　　・ビジネス実務能力の生涯学習


